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まえがき 

土木学会鋼構造委員会鋼構造継続教育推進小委員会では、土木学会継続教育（ＣＰＤ）の一環として、これまで鋼橋の設計、

施工、維持管理などに関するさまざまなテーマで基礎講座を毎年２回実施してきました。今回第 33 回基礎講座は、「鋼橋の

架設および解体撤去工法」をテーマに企画しました。 

昨今、鋼橋架設工事中の事故が多発し、架設中の安全性照査および万が一のフェールセーフを考慮した架設時検討など一

層の配慮が求められています。また、老朽化した橋梁の撤去工事においては、架設だけでなく、解体撤去時の安全性も同様

に照査する必要があります。 

このような背景のなか、本基礎講座では鋼橋の架設技術の変遷や設計時に配慮すべき施工条件など初級者に向けた概論か

ら、設計において考慮していなかったがために実際に現場で生じた不具合など中級者も知っておくべき照査項目まで紹介し

ます。 

鋼橋の架設・解体にこれから従事される方、架設中の不具合事例を詳しく知り安全管理に役立てたい発注者の方など、ど

の立場の方々にとっても参考になることが盛りだくさんで、有意義な講習会になると期待しております。 

平成 29 年 10 月 

鋼構造継続教育推進小委員会 

委員長  勝地 弘 
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